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令和８年１月 シルバーおおさかさやま 第 35 号 

③ 
前後左右 見る余裕に 事故はなし 

令令
和和
８８
年年
度度
分分
のの
年年
会会
費費
はは
、、
令令
和和
８８
年年
２２
月月
末末

日日
まま
でで
にに
納納
付付
しし
てて
頂頂
きき
まま
すす
よよ
うう
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。

  
  

な
お
、
令
和
７
年
度
の
年
会
費
未
納
の
人
は
、
令

和
７
年
度
分
と
令
和
８
年
度
分
を
併
せ
て
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

会
費
は
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
必
要
な
経
費
に
充

て
る
た
め
、
会
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
人
全
員
に

納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
会
員
登
録
は
自
動
更
新
で
す
の
で
、
今
年

度
で
退
会
さ
れ
る
人
は
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

に
退
会
の
手
続
き
を
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
以
降
で
の
退
会
の
申
し
出
を
さ
れ
ま
し
て
も
、

そ
の
年
度
の
会
費
は
納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
拡
大
活
動
と
し
て
、
街
頭

啓
発
と
併
せ
て
「
１
会
員
１
名
の
会
員
勧
誘
」
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
友
達
、
近
所
、
知
り

合
い
の
方
に
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
お
勧
め
く
だ

さ
い
。 

 

な
お
、
対
象
者
は
、
①
市
内
在
住
の
方
、
②
60
歳

  

以
上
の
方
、
③
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
の
三
要

件
で
す
。 

な
お
、
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
及
び
第
３
金
曜

日
に
実
施
し
て
い
る
入
会
説
明
会
に
参
加
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

仕
事
は
、
植
木
の
剪
定
や
除
草
、
清
掃
業
務
、
ス

ー
パ
ー
で
の
補
助
業
務
等
多
種
多
様
な
業
務
が
あ
り

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
新
た
な
「
生
き
が
い
」
や
「
友

人
」
を
見
つ
け
た
り
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
友
達
な
ど
を
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
６
月
24
日
に
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会
に
お
い
て
、
本
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
古
根
川
保
理
事
長
が
、
全
国

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
長
期
就
任
会
長

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

古
根
川
理
事
長
は
平
成
22
年
、
理
事
に
選
任
さ
れ
、

平
成
26
年
、
副
理
事
長
に
就
任
後
、
平
成
30
年
、
理

事
長
に
就
任
さ
れ
、
現
在
ま
で
務
め
ら
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
永
年
に
わ
た
り
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
古
根
川
理
事
長
は
「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
、
役
員
や
事
務
局
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

今
回
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。 

 

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

年年
会会
費費
納納
付付
のの
おお
願願
いい  

会会

員員

のの

募募

集集

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

理

事

長
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

は
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
、

格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
高
齢
者
の

よ
り
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、

地
域
の
高
齢
者
が
就
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
の
特
色
や
実
情

を
踏
ま
え
て
積
極
的
な
取
組
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
、
引
き
続
き
女
性
会
員
の
拡
大
、
会
員
の

退
会
抑
制
、
80
歳
を
超
え
て
も
活
躍
で
き
る
就
業
環

境
の
整
備
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
や
、
安
全
就
業
対

策
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
と

い
う
理
念
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
事
業
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年

で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

大
阪
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
及

び
役
員
、
並
び
に
シ
ル
バ
ー
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
、
国
が
公
表
し
た
高
齢
社
会
白
書
で
は
、
労

働
力
人
口
に
占
め
る

65
歳
以
上
の
比
率
が
上
昇
し

て
お
り
、
ま
た
、
現
在
仕
事
を
し
て
い
る

60
歳
以

上
の
約
８
割
が
「

70
歳
く
ら
い
ま
で
か
、
そ
れ
以

上
」、
さ
ら
に
は
、「
働
け
る
う
ち
は
働
き
た
い
」
と

の
思
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。 健

康
寿
命
の
延
伸
に
よ
り
、
年
齢
を
重
ね
て
も
社

会
参
加
を
続
け
、
充
実
し
た
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

方
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
貴
セ
ン
タ
ー

の
皆
様
が
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
知
恵
や
経
験
を
発
揮

さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
は
、
貴
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
民

の
皆
様
が
生
涯
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

新
年
の 
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

大
阪
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆

様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
迎
え
、
私
た
ち
の
生

き
方
は
、
今
、
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

内
閣
府
の
令
和
７
年
９
月
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
全

国
の
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は
９
万
９
８
０
０
人
、

大
阪
府
内
で
は
４
８
５
５
人
が
お
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。 

シ
ニ
ア
の
方
た
ち
が
い
つ
ま
で
も
健
康
に
働
き
、

地
域
に
貢
献
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
も
、
生
涯
現
役
の
社
会
づ
く
り
は
不

可
欠
で
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す

役
割
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
は
「
空
き
家
管
理
等
サ
ー
ビ
ス
」
の

メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
さ
れ
ま
し
た
。
空
き
家
問
題
は
、

市
全
体
で
関
心
の
高
い
ひ
と
つ
で
、
こ
の
よ
う
な
メ

ニ
ュ
ー
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。 

 

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
皆
様
が
お
持

ち
の
技
術
や
経
験
を
発
揮
さ
れ
る
場
、
助
け
合
え
る

場
と
し
て
、
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
が
就

業
を
通
じ
て
地
域
社
会
で
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
、

行
政
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

貴
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が

実
り
多
き
年
に
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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③ 
前後左右 見る余裕に 事故はなし 

令令
和和
８８
年年
度度
分分
のの
年年
会会
費費
はは
、、
令令
和和
８８
年年
２２
月月
末末

日日
まま
でで
にに
納納
付付
しし
てて
頂頂
きき
まま
すす
よよ
うう
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。

  
  

な
お
、
令
和
７
年
度
の
年
会
費
未
納
の
人
は
、
令

和
７
年
度
分
と
令
和
８
年
度
分
を
併
せ
て
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

会
費
は
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
必
要
な
経
費
に
充

て
る
た
め
、
会
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
人
全
員
に

納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
会
員
登
録
は
自
動
更
新
で
す
の
で
、
今
年

度
で
退
会
さ
れ
る
人
は
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

に
退
会
の
手
続
き
を
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
以
降
で
の
退
会
の
申
し
出
を
さ
れ
ま
し
て
も
、

そ
の
年
度
の
会
費
は
納
め
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
拡
大
活
動
と
し
て
、
街
頭

啓
発
と
併
せ
て
「
１
会
員
１
名
の
会
員
勧
誘
」
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
友
達
、
近
所
、
知
り

合
い
の
方
に
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
お
勧
め
く
だ

さ
い
。 

 

な
お
、
対
象
者
は
、
①
市
内
在
住
の
方
、
②
60
歳

  

以
上
の
方
、
③
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
の
三
要

件
で
す
。 

な
お
、
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
及
び
第
３
金
曜

日
に
実
施
し
て
い
る
入
会
説
明
会
に
参
加
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

仕
事
は
、
植
木
の
剪
定
や
除
草
、
清
掃
業
務
、
ス

ー
パ
ー
で
の
補
助
業
務
等
多
種
多
様
な
業
務
が
あ
り

ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
新
た
な
「
生
き
が
い
」
や
「
友

人
」
を
見
つ
け
た
り
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
友
達
な
ど
を
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
６
月
24
日
に
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会
に
お
い
て
、
本
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
古
根
川
保
理
事
長
が
、
全
国

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
長
期
就
任
会
長

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

古
根
川
理
事
長
は
平
成
22
年
、
理
事
に
選
任
さ
れ
、

平
成
26
年
、
副
理
事
長
に
就
任
後
、
平
成
30
年
、
理

事
長
に
就
任
さ
れ
、
現
在
ま
で
務
め
ら
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
永
年
に
わ
た
り
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
古
根
川
理
事
長
は
「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
、
役
員
や
事
務
局
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

今
回
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。 

 
事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

年年
会会
費費
納納
付付
のの
おお
願願
いい  

会会

員員

のの

募募

集集

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

理

事

長

古
根
川

保

副
理
事
長

芝
本 

渡

 
 

理 
 

事 
 

西
山 

操

理

事 
 

大
北 

哲

理

事 
 

山
冨 

千
代
美

理

事 
 

塚
本 

哲
夫 

理

事 
 

倉
田 

ト
ヨ
子

理

事 
 

奥
村 

孝
行

理

事 
 

青
山 

惠
二 

理

事 
 

永
島 

悟 

理

事 
 

林 
 

悦
子

理

事

山
本

高
久
（
外
部
理
事
）

監

事 
 

松
本 

善
造 

監

事 
 

土
原 

登 

 

事
務
局
職
員
一
同

全全
シシ
協協  

会会
長長
表表
彰彰
のの
受受
賞賞
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令和８年１月               シルバーおおさかさやま                 第 35号 

シルバーワーク 無理はしません できません 安全第一 細く長くが合言葉    ④ 

      
  

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
事
務
局
へ
連
絡
さ
れ
る
場
合

は
、
ま
ず
「
会
員
の
○
○
で
す
」
と
会
員
で
あ
る
こ

と
を
名
乗
っ
て
か
ら
要
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

事
務
局
へ
は
、
発
注
者
様
か
ら
の
連
絡
も
多
数
あ

り
、
お
名
前
だ
け
で
は
会
員
と
の
判
別
が
つ
き
に
く

く
、
円
滑
な
対
応
を
す
る
た
め
に
も
会
員
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

          

定
期
的
な
健
診
で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
健
康

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
体
の
異
常
は
見
た
目
だ
け

で
は
わ
か
り
に
く
く
、
自
身
の
体
を
し
っ
か
り
知
る

の
が
健
康
維
持
の
第
一
歩
で
す
。 

大
阪
狭
山
市
で
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
対
象
者
に
、
特
定
健
診
や
各
種
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

        

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
、
改
正
道
路
交
通
法
の

施
行
に
伴
い
、
乗
る
人
の
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
自
転

車
乗
用
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
努

力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
背
景
と

し
て
、
頭
部
損
傷
の
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

自
転
車
を
使
用
さ
れ
る 

方
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着 

用
し
、
道
路
交
通
法
を
守 

り
安
全
運
転
で
お
願
い
し 

ま
す
。 

     

女
性
会
員
同
士
で
交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
当
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
の
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
。
女
性
会
員
の
拡
大
や
新
た
な
就
業
機
会
の

確
保
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

皆
様
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
ず
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

     

会
員
向
けLIN

E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
（
以
下
、「
ラ

イ
ン
」
と
い
う
。
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
登
録
（「
友

だ
ち
追
加
」
）が
ま
だ
の
方
は
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
令
和
６
年
10
月
10
日
か
ら
新
た
に
「
会
員

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
し
ま
し
た
。 

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
事
務
の
効
率
化
等
を
図
る

た
め
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
配
分
金
明
細
書
の
郵
送

を
廃
止
し
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
か
ら

配
分
金
明
細
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

公
式
ラ
イ
ン
及
び
会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

QR
コ
ー
ド
は
コ
チ
ラ
で
す
。 

 

ス
マ
ホ
操
作
に
自
身
の
な
い
人
、
や
り
方
が
分
か

ら
な
い
人
は
お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

        
 

 事事
務務
所所
へへ
のの
電電
話話
連連
絡絡
にに
つつ
いい
てて  

特特
定定
健健
診診
をを
受受
診診
しし
まま
しし
ょょ
うう  

ヘヘ
ルル
メメ
ッッ
トト
着着
用用
のの
義義
務務
化化  

ララ
イイ
ンン
とと
クク
ララ
ウウ
ドド
ササ
ーー
ビビ
スス  

女女
性性
部部
会会
のの
設設
置置
呼呼
びび
かか
けけ  

 
 

公公 式式 ララ イイ ンン

QQRR  

ククララウウドドササーー

ビビススQQRR  

 

ここちちらら  

ここちちらら  

事事

  

務務

  

局局

  

だだ  

よよ  

りり  

令和８年１月          シルバーおおさかさやま           第 35 号 

⑤           作業の前に危険予知、要所要所で指差し呼称 

活活  

動動  

報報  

告告 

●
安 

全 

講 

習 

会 

 

令
和
７
年
11
月
19
日
（
水
）
、
大
阪
狭
山
市
立
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
４
階
大
会
議
室
に
て
、
令
和

７
年
度
第
１
回
安
全
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
23
名
の

会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

堺
市
消
防
本
部
救
急
グ
ル
ー
プ
よ
り
「
救
命
入
門

（
90
分
）
コ
ー
ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

初
め
に
、
練
習
用
キ 

ッ
ト
『
あ
っ
ぱ
君
』
を 

使
用
し
胸
骨
圧
迫
の
や 

り
方
を
学
び
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
人
形
を
使 

っ
た
実
技
に
移
り
、
A 

E
D
の
パ
ッ
ト
の
貼 

る
位
置
や
使
用
方
法
を 

学
び
ま
し
た
。 

          

                                

                                

令和７年１０月２３日（木） 

金剛駅              大阪狭山市駅 

 

令和７年１１月８日(土) 

市立老人福祉センターさやま荘 

 

令和７年１１月１日（土）    センター前市道（約４００ｍ） 

参加人数２９名 

令和７年１１月２２日（土） 

市立野球場 

 

 

令和７年１０月２１日(火) 

ワークプラザ２階 

スマホで確定申告 他 

 

 

 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
義
務
化

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
義
務
化
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会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
事
務
局
へ
連
絡
さ
れ
る
場
合

は
、
ま
ず
「
会
員
の
○
○
で
す
」
と
会
員
で
あ
る
こ

と
を
名
乗
っ
て
か
ら
要
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

事
務
局
へ
は
、
発
注
者
様
か
ら
の
連
絡
も
多
数
あ

り
、
お
名
前
だ
け
で
は
会
員
と
の
判
別
が
つ
き
に
く

く
、
円
滑
な
対
応
を
す
る
た
め
に
も
会
員
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

          

定
期
的
な
健
診
で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
健
康

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
体
の
異
常
は
見
た
目
だ
け

で
は
わ
か
り
に
く
く
、
自
身
の
体
を
し
っ
か
り
知
る

の
が
健
康
維
持
の
第
一
歩
で
す
。 

大
阪
狭
山
市
で
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
対
象
者
に
、
特
定
健
診
や
各
種
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

        

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
、
改
正
道
路
交
通
法
の

施
行
に
伴
い
、
乗
る
人
の
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
自
転

車
乗
用
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
努

力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
背
景
と

し
て
、
頭
部
損
傷
の
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

自
転
車
を
使
用
さ
れ
る 

方
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着 

用
し
、
道
路
交
通
法
を
守 

り
安
全
運
転
で
お
願
い
し 

ま
す
。 

     

女
性
会
員
同
士
で
交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
当
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
の
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
。
女
性
会
員
の
拡
大
や
新
た
な
就
業
機
会
の

確
保
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

皆
様
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
ず
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

     

会
員
向
けLIN

E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
（
以
下
、「
ラ

イ
ン
」
と
い
う
。
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
登
録
（「
友

だ
ち
追
加
」
）が
ま
だ
の
方
は
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
令
和
６
年
10
月
10
日
か
ら
新
た
に
「
会
員

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
し
ま
し
た
。 

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
事
務
の
効
率
化
等
を
図
る

た
め
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
配
分
金
明
細
書
の
郵
送

を
廃
止
し
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
か
ら

配
分
金
明
細
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

公
式
ラ
イ
ン
及
び
会
員
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

QR
コ
ー
ド
は
コ
チ
ラ
で
す
。 

 

ス
マ
ホ
操
作
に
自
身
の
な
い
人
、
や
り
方
が
分
か

ら
な
い
人
は
お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

        
 

 事事
務務
所所
へへ
のの
電電
話話
連連
絡絡
にに
つつ
いい
てて  

特特
定定
健健
診診
をを
受受
診診
しし
まま
しし
ょょ
うう  

ヘヘ
ルル
メメ
ッッ
トト
着着
用用
のの
義義
務務
化化  

ララ
イイ
ンン
とと
クク
ララ
ウウ
ドド
ササ
ーー
ビビ
スス  

女女
性性
部部
会会
のの
設設
置置
呼呼
びび
かか
けけ  
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局局

  

だだ  

よよ  

りり  

令和８年１月          シルバーおおさかさやま           第 35 号 

⑤           作業の前に危険予知、要所要所で指差し呼称 

活活  

動動  

報報  

告告 
●
安 

全 
講 

習 

会 

 

令
和
７
年
11
月
19
日
（
水
）
、
大
阪
狭
山
市
立
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
４
階
大
会
議
室
に
て
、
令
和

７
年
度
第
１
回
安
全
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
23
名
の

会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

堺
市
消
防
本
部
救
急
グ
ル
ー
プ
よ
り
「
救
命
入
門

（
90
分
）
コ
ー
ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

初
め
に
、
練
習
用
キ 

ッ
ト
『
あ
っ
ぱ
君
』
を 

使
用
し
胸
骨
圧
迫
の
や 

り
方
を
学
び
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
人
形
を
使 

っ
た
実
技
に
移
り
、
A 

E
D
の
パ
ッ
ト
の
貼 

る
位
置
や
使
用
方
法
を 

学
び
ま
し
た
。 

          

                                

                                

令和７年１０月２３日（木） 

金剛駅              大阪狭山市駅 

 

令和７年１１月８日(土) 

市立老人福祉センターさやま荘 

 

令和７年１１月１日（土）    センター前市道（約４００ｍ） 

参加人数２９名 

令和７年１１月２２日（土） 

市立野球場 

 

 

令和７年１０月２１日(火) 

ワークプラザ２階 

スマホで確定申告 他 
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９
月
24
日(

水)

、
堺
CC
に
て
第
43
回
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
14
名
が
参
加
さ
れ
、
厳

し
か
っ
た
残
暑
も
少
し
和
ら
い
だ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
熱
い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。 

結
果
、
優
勝
は
山
内
氏
、
２
位
西
村
氏
、
３
位
垣

内
氏
が
入
賞
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
安
全
第
一
の
プ
レ

ー
を
遵
守
、
お
陰
様
で
楽
し
く
無
事
に
プ
レ
ー
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
最
後
の
コ
ン
ペ
は
12
月
17
日(

水)

に

開
催
い
た
し
ま
す
。
今
号
の
記
事
は
発
行
ま
で
の
都

合
上
、
間
に
合
わ
な
い
の
で
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。 

 

皆
さ
ん
、
私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
し
ま
せ

ん
か
。
ご
興
味
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。 

   

優
勝 

山
内
氏 

       

準
優
勝 

西
村
氏 

  

     

令
和
７
年
度
は
今
ま
で
に
４
月
、
６
月
、
８
月
、

11
月
、
12
月
の
５
回
開
催
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
や
体

調
不
良
、
私
用
な
ど
に
よ
り
、
会
員
10
名
全
員
の
参

加
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

で
も
、
出
席
さ
れ
た
方
は
、
自
分
の
好
み
の
曲
、

練
習
し
て
い
る
曲
を
、
退
室
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

約
４
時
間
、
熱
唱
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

12
月
は
、
本
年
最
後
の
開
催
と
な
る
た
め
、
毎
回

ド
リ
ン
ク
の
み
で
し
た
が
、
忘
年
会
も
兼
ね
て
、
フ

ー
ド
類
も
注
文
し
、
歌
も
楽
し
み
、
食
も
楽
し
み
な

が
ら
会
話
も
交
え
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。 

            

※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※  

ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

     

健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
食
べ
る
・
眠

る
・
運
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
要
素
は
互
い
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
の

で
、ど
れ
か
一
つ
を
意
識
し
て
も
ダ
メ
な
よ
う
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
日
常
生
活
に
役
立

つ
豆
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

一一
、、
常常
温温
のの
水水
をを
飲飲
むむ  

 

朝
起
き
た
時
は
冷
た
い
水
よ
り
も
常
温
の
水
を
飲

む
方
が
吸
収
率
を
高
く
し
代
謝
を
促
進
し
ま
す
。 

 

二二
、、
貧貧
乏乏
ゆゆ
すす
りり
はは
健健
康康
ゆゆ
すす
りり  

 

貧
乏
ゆ
す
り
は
血
流
が
良
く
な
り
手
足
の
冷
え
や

む
く
み
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

三三
、、
猫猫
をを
飼飼
ええ
ばば
健健
康康
にに  

 

猫
を
な
で
る
だ
け
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
分
が
減
少

し
ま
す
。
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
ス
ト
レ
ス
が
減
り
健
康
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

四四
、、
スス
トト
イイ
ッッ
クク
なな
人人
ほほ
どど
免免
疫疫
力力
がが
低低
いい  

 

人
は
頑
張
り
す
ぎ
る
と
常
に
交
感
神
経
が
働
い
て

そ
の
影
響
で
リ
ン
パ
球
が
減
り
免
疫
力
が
落
ち
ま
す
。 

 

五五
、、
定定
期期
的的
なな
運運
動動  

 

長
時
間
座
っ
て
い
る
と
血
流
が
悪
く
な
り
健
康
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
三
十
分
に
一
回
は
立
ち
上
が

っ
て
歩
く
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

ゴゴ
ルル
フフ
同同
好好
会会
「「
ちち
とと
せせ
会会
」」  

カカ  

ララ  

オオ  

ケケ  

同同  

好好  

会会  

 

豆豆  

知知

識識  
識識  

 

今年の干支は「馬」です。 
 この干支にあやかり、馬の

ように「前進あるのみ」会員

みんなの健康に留意し会を

盛り上げていこうと思って

います。 
 

令和８年１月          シルバーおおさかさやま           第 35号 

前後左右 見る余裕に 事故はなし             ⑥ 

健健  
康康  

安安  

全全 
皆
様
は
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
「
足
腰
が
衰
え
た
気
が
す
る
」「
外
に
出

た
が
ら
な
い
」「
何
だ
か
落
ち
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
る
」
。「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
心
身

が
衰
え
た
状
態
の
こ
と
で
、
健
康
な
状
態
と
要
介
護

状
態
の
間
の
段
階
を
指
し
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は
、
ど

の
部
分
が
弱
っ
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
、
以
下
４
つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

 

一一
、、
身身
体体
のの
フフ
レレ
イイ
ルル 

筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
の
低
下
に
よ
り
転
倒
し
や
す
く

な
る
、
歩
く
の
が
遅
く
な
る
、
風
邪
や
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
る
、
体
力
の
低
下
に
よ
り
疲
れ
や
す
く

な
る
な
ど
、
運
動
機
能
が
衰
え
て
い
る
状
態
で
す
。

加
齢
や
疾
患
に
よ
り
活
動
量
が
低
下
し
た
り
、
身
体

の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。 

 

二二
、、
心心
のの
フフ
レレ
イイ
ルル 

出
か
け
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
り
、
気
分
が

落
ち
込
ん
だ
り
、
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
、
配
偶
者

や
親
し
い
友
人
な
ど
と
の
死
別
、
加
齢
に
よ
る
脳
機

能
の
衰
え
な
ど
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。 

 

三三
、、
社社
会会
性性
のの
フフ
レレ
イイ
ルル 

部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
、
人
と
話
す
機
会
が
減
る
、

楽
し
み
や
生
き
が
い
を
失
う
な
ど
、
社
会
的
に
孤
立

し
対
人
交
流
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
態
で
す
。

家
族
や
友
人
な
ど
と
関
わ
る
機
会
が
減
っ
た
り
、
外

出
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
機
会
が
減
っ
た
り
し

て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
。 

 

四四
、、
口口
のの
フフ
レレ
イイ
ルル 

体
重
が
減
る
、
滑
舌
が
悪
く
な
る
、
声
量
が
小
さ

く
な
る
、
食
べ
物
で
む
せ
や
す
く
な
る
、
固
い
食
べ

物
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
食
べ
る
量
が
減
り

栄
養
が
不
足
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。 

  
  

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を 

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

フ
レ
イ
ル
の
簡
単
な
チ 

ェ
ッ
ク
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

別
紙
の
「
イ
レ
ブ
ン
チ
ェ 

ッ
ク
」
表
を
是
非
お
試
し 

く
だ
さ
い
。 

 

B
欄
で
６
つ
以
上
該
当
す
る
と
、
フ
レ
イ
ル
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
慢
性
的
な
疾

患
を
持
つ
方
は
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ
て
症
状
の

悪
化
を
防
ぎ
、
以
下
４
種
類
の
予
防
対
策
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 ■■
食食
事事  

低
栄
養
に
な
る
と
筋
肉
や
骨
の
衰
え
、
体
力
や
食

欲
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
身
体
や
口
の
フ
レ
イ
ル
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
毎
日
３
食
の
規
則
正
し
い

食
生
活
を
送
り
、
以
下
の
栄
養
素
を
意
識
的
に
と
り

ま
し
ょ
う
。 

・
炭
水
化
物 

・
タ
ン
パ
ク
質 

・
ビ
タ
ミ
ン 

・
ミ
ネ
ラ
ル 

・
カ
ル
シ
ウ
ム 

・
水
分 

 

■■
社社
会会
参参
加加  

就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
「
誰
か
の
た

め
に
な
っ
て
い
る
」と
い
う
生
き
が
い
を
感
じ
た
り
、

役
割
を
感
じ
た
り
、役
割
を
も
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
外
に
出
て
人
と
会
う
こ
と
も
大
切
で
す
。 

 ■■
運運
動動  

歩
く
機
会
を
持
ち
、
筋
肉
の
強
化
や
柔
軟
性
を
図

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
保
ち
、
痛

み
や
転
倒
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
運
動
や
社
会

交
流
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 ■■
口口
腔腔
ケケ
アア  

食
後
の
歯
磨
き
を
し
っ
か
り
と
行
う
だ
け
で
な
く
、

歯
科
を
受
診
し
て
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
ま
し
ょ

う
。
歯
の
健
康
が
失
わ
れ
る
と
食
べ
る
機
能
が
低
下

し
、飲
み
込
む
力
も
衰
え
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

飲
み
込
み
に
く
く
な
る
と
、
ム
セ
・
窒
息
・
誤
嚥
性

肺
炎
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。 

 ♦♦  

まま
とと
めめ  

♦♦  

フ
レ
イ
ル
に
な
っ
て
も
、
取
り
組
み
次
第
で
元
の

健
康
な
状
態
に
戻
れ
ま
す
。
ご
家
族
の
心
身
が
衰
え

た
よ
う
に
感
じ
た
ら
、
フ
レ
イ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。 

・ 

 

イ
レ
ブ
ン
チ
ェ
ッ
ク 
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令和８年１月          シルバーおおさかさやま           第 35号 
 

⑦    シルバーワーク 無理はしません できません 安全第一 細く長くが合言葉 

    

９
月
24
日(
水)

、
堺
CC
に
て
第
43
回
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
14
名
が
参
加
さ
れ
、
厳

し
か
っ
た
残
暑
も
少
し
和
ら
い
だ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
、
熱
い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。 

結
果
、
優
勝
は
山
内
氏
、
２
位
西
村
氏
、
３
位
垣

内
氏
が
入
賞
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
安
全
第
一
の
プ
レ

ー
を
遵
守
、
お
陰
様
で
楽
し
く
無
事
に
プ
レ
ー
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
最
後
の
コ
ン
ペ
は
12
月
17
日(

水)

に

開
催
い
た
し
ま
す
。
今
号
の
記
事
は
発
行
ま
で
の
都

合
上
、
間
に
合
わ
な
い
の
で
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。 

 

皆
さ
ん
、
私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
し
ま
せ

ん
か
。
ご
興
味
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。 

   

優
勝 

山
内
氏 

       

準
優
勝 

西
村
氏 

  

     

令
和
７
年
度
は
今
ま
で
に
４
月
、
６
月
、
８
月
、

11
月
、
12
月
の
５
回
開
催
し
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
や
体

調
不
良
、
私
用
な
ど
に
よ
り
、
会
員
10
名
全
員
の
参

加
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

で
も
、
出
席
さ
れ
た
方
は
、
自
分
の
好
み
の
曲
、

練
習
し
て
い
る
曲
を
、
退
室
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

約
４
時
間
、
熱
唱
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

12
月
は
、
本
年
最
後
の
開
催
と
な
る
た
め
、
毎
回

ド
リ
ン
ク
の
み
で
し
た
が
、
忘
年
会
も
兼
ね
て
、
フ

ー
ド
類
も
注
文
し
、
歌
も
楽
し
み
、
食
も
楽
し
み
な

が
ら
会
話
も
交
え
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。 

            

※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※
※※  

ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

     

健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
食
べ
る
・
眠

る
・
運
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
つ
の
要
素
は
互
い
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
の

で
、ど
れ
か
一
つ
を
意
識
し
て
も
ダ
メ
な
よ
う
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
日
常
生
活
に
役
立

つ
豆
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

一一
、、
常常
温温
のの
水水
をを
飲飲
むむ  

 

朝
起
き
た
時
は
冷
た
い
水
よ
り
も
常
温
の
水
を
飲

む
方
が
吸
収
率
を
高
く
し
代
謝
を
促
進
し
ま
す
。 

 

二二
、、
貧貧
乏乏
ゆゆ
すす
りり
はは
健健
康康
ゆゆ
すす
りり  

 

貧
乏
ゆ
す
り
は
血
流
が
良
く
な
り
手
足
の
冷
え
や

む
く
み
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

三三
、、
猫猫
をを
飼飼
ええ
ばば
健健
康康
にに  

 

猫
を
な
で
る
だ
け
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
分
が
減
少

し
ま
す
。
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
ス
ト
レ
ス
が
減
り
健
康
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

四四
、、
スス
トト
イイ
ッッ
クク
なな
人人
ほほ
どど
免免
疫疫
力力
がが
低低
いい  

 

人
は
頑
張
り
す
ぎ
る
と
常
に
交
感
神
経
が
働
い
て

そ
の
影
響
で
リ
ン
パ
球
が
減
り
免
疫
力
が
落
ち
ま
す
。 

 

五五
、、
定定
期期
的的
なな
運運
動動  

 

長
時
間
座
っ
て
い
る
と
血
流
が
悪
く
な
り
健
康
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
三
十
分
に
一
回
は
立
ち
上
が

っ
て
歩
く
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

ゴゴ
ルル
フフ
同同
好好
会会
「「
ちち
とと
せせ
会会
」」  

カカ  

ララ  

オオ  

ケケ  

同同  

好好  

会会  
 

豆豆  

知知

識識  
識識  

 

今年の干支は「馬」です。 
 この干支にあやかり、馬の

ように「前進あるのみ」会員

みんなの健康に留意し会を

盛り上げていこうと思って

います。 
 

令和８年１月          シルバーおおさかさやま           第 35号 

前後左右 見る余裕に 事故はなし             ⑥ 

健健  

康康  

安安  

全全 

皆
様
は
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
「
足
腰
が
衰
え
た
気
が
す
る
」「
外
に
出

た
が
ら
な
い
」「
何
だ
か
落
ち
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
る
」
。「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
心
身

が
衰
え
た
状
態
の
こ
と
で
、
健
康
な
状
態
と
要
介
護

状
態
の
間
の
段
階
を
指
し
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は
、
ど

の
部
分
が
弱
っ
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
、
以
下
４
つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

 

一一
、、
身身
体体
のの
フフ
レレ
イイ
ルル 

筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
の
低
下
に
よ
り
転
倒
し
や
す
く

な
る
、
歩
く
の
が
遅
く
な
る
、
風
邪
や
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
る
、
体
力
の
低
下
に
よ
り
疲
れ
や
す
く

な
る
な
ど
、
運
動
機
能
が
衰
え
て
い
る
状
態
で
す
。

加
齢
や
疾
患
に
よ
り
活
動
量
が
低
下
し
た
り
、
身
体

の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。 

 

二二
、、
心心
のの
フフ
レレ
イイ
ルル 

出
か
け
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
り
、
気
分
が

落
ち
込
ん
だ
り
、
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
、
配
偶
者

や
親
し
い
友
人
な
ど
と
の
死
別
、
加
齢
に
よ
る
脳
機

能
の
衰
え
な
ど
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。 

 

三三
、、
社社
会会
性性
のの
フフ
レレ
イイ
ルル 

部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
、
人
と
話
す
機
会
が
減
る
、

楽
し
み
や
生
き
が
い
を
失
う
な
ど
、
社
会
的
に
孤
立

し
対
人
交
流
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
態
で
す
。

家
族
や
友
人
な
ど
と
関
わ
る
機
会
が
減
っ
た
り
、
外

出
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
機
会
が
減
っ
た
り
し

て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
。 

 

四四
、、
口口
のの
フフ
レレ
イイ
ルル 

体
重
が
減
る
、
滑
舌
が
悪
く
な
る
、
声
量
が
小
さ

く
な
る
、
食
べ
物
で
む
せ
や
す
く
な
る
、
固
い
食
べ

物
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
食
べ
る
量
が
減
り

栄
養
が
不
足
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。 

  
  

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を 

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

フ
レ
イ
ル
の
簡
単
な
チ 

ェ
ッ
ク
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

別
紙
の
「
イ
レ
ブ
ン
チ
ェ 

ッ
ク
」
表
を
是
非
お
試
し 

く
だ
さ
い
。 

 

B
欄
で
６
つ
以
上
該
当
す
る
と
、
フ
レ
イ
ル
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
慢
性
的
な
疾

患
を
持
つ
方
は
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ
て
症
状
の

悪
化
を
防
ぎ
、
以
下
４
種
類
の
予
防
対
策
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 ■■
食食
事事  

低
栄
養
に
な
る
と
筋
肉
や
骨
の
衰
え
、
体
力
や
食

欲
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
身
体
や
口
の
フ
レ
イ
ル
に

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
毎
日
３
食
の
規
則
正
し
い

食
生
活
を
送
り
、
以
下
の
栄
養
素
を
意
識
的
に
と
り

ま
し
ょ
う
。 

・
炭
水
化
物 

・
タ
ン
パ
ク
質 

・
ビ
タ
ミ
ン 

・
ミ
ネ
ラ
ル 

・
カ
ル
シ
ウ
ム 

・
水
分 

 

■■
社社
会会
参参
加加  

就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
「
誰
か
の
た

め
に
な
っ
て
い
る
」と
い
う
生
き
が
い
を
感
じ
た
り
、

役
割
を
感
じ
た
り
、役
割
を
も
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
外
に
出
て
人
と
会
う
こ
と
も
大
切
で
す
。 

 ■■
運運
動動  

歩
く
機
会
を
持
ち
、
筋
肉
の
強
化
や
柔
軟
性
を
図

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
保
ち
、
痛

み
や
転
倒
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
運
動
や
社
会

交
流
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 ■■
口口
腔腔
ケケ
アア  

食
後
の
歯
磨
き
を
し
っ
か
り
と
行
う
だ
け
で
な
く
、

歯
科
を
受
診
し
て
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
ま
し
ょ

う
。
歯
の
健
康
が
失
わ
れ
る
と
食
べ
る
機
能
が
低
下

し
、飲
み
込
む
力
も
衰
え
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

飲
み
込
み
に
く
く
な
る
と
、
ム
セ
・
窒
息
・
誤
嚥
性

肺
炎
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。 

 ♦♦  

まま
とと
めめ  

♦♦  

フ
レ
イ
ル
に
な
っ
て
も
、
取
り
組
み
次
第
で
元
の

健
康
な
状
態
に
戻
れ
ま
す
。
ご
家
族
の
心
身
が
衰
え

た
よ
う
に
感
じ
た
ら
、
フ
レ
イ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。 

・ 

 

イ
レ
ブ
ン
チ
ェ
ッ
ク 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会
「
ち
と
せ
会
」
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長
谷
川 

健
一
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

85
歳 

   

◆ 

シシ
ルル
ババ
ーー
会会
員員
1144
年年
のの
歩歩
みみ
（（
入入
会会
後後
、、
経経

験験
ささ
れれ
たた
就就
業業
職職
種種
内内
容容
はは
？？
））  

 

入
会
し
て
す
ぐ
に
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
金
剛
駅
の
清
掃
と
陶
器
山
便
所
の
門
扉

開
閉
で
す
。 

今
は
、
週
２
日
マ
ン
シ
ョ
ン
の
清
掃
を
し
て
い

ま
す
。 

 

◆ 

就就
業業
中中
印印
象象
にに
残残
っっ
たた
ここ
とと  

マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
時
に
住
人
の
人
と
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
ま
す
。
数
年
前
は
小
さ
か
っ
た
子
が
見

な
い
う
ち
に
背
が
伸
び
た
り
と
、
み
る
み
る
う
ち

に
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

◆ 

就就
業業
をを
通通
しし
てて
得得
たた
もも
のの  

仕
事
が
あ
る
こ
と
で
、
記
憶
力
が
保
た
れ
て
い

る
気
が
し
ま
す
。
自
分
の
就
業
日
が
決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い
ま
す
。 

  

   
 

◆ 

就就
業業
をを
通通
しし
てて
感感
謝謝
ささ
れれ
たた
ここ
とと  

マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人
か
ら
は
「
い
つ
も
キ
レ
イ

に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
声
を
か
け

て
も
ら
え
る
の
で
、
仕
事
を
通
じ
て
や
り
が
い
と

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆ 

今今
後後
後後
進進
にに
伝伝
ええ
たた
いい
ここ
とと  

健
康
第
一
、
安
全
に
お
仕
事
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◆ 

そそ
のの
他他  

誰
に
で
も
失
敗
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
の

失
敗
を
糧
に
同
じ
ミ
ス
は
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
気

を
付
け
て
い
ま
す
。 

               

 

 

 
 

 

今
年
、
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
た
年
寄

り
で
す
。
最
近
は
「
A
I
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
昔
は
電
話
と
い
え
ば
黒
い
ダ
イ
ヤ

ル
式
だ
っ
た
の
に
、
今
で
は
小
さ
な
ス
マ
ホ
ひ
と

つ
で
何
で
も
で
き
ま
す
。
買
い
物
も
、
旅
行
の
予

約
等
も
全
部
A
I
ア
プ
リ
が
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

ま
っ
た
く
便
利
な
時
代
に
な
っ
た
も
の
で
す
ね
。 

 

私
は
最
近
、
孫
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
少
し

ず
つ
ス
マ
ホ
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初

は
戸
惑
っ
て
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
慣
れ
て

く
る
と
意
外
と
楽
し
い
で
す
。 

健
康
ア
プ
リ
で
毎
日
の
血
圧
や
歩
数
を
記
録
し

て
く
れ
る
お
陰
で
体
の
変
化
に
気
づ
き
や
す
く
な

っ
た
り
、
ス
マ
ホ
に
「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け

る
と
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
の
天
気
は

晴
れ
で
す
」
と
返
っ
て
き
た
り
、
た
っ
た
そ
れ
だ

け
の
や
り
と
り
で
も
朝
の
気
分
が
明
る
く
な
り
ま

す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、A
I
と
仲
良
く
付
き
合
い
な
が

ら
、
自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
。
年
を
取
っ
て
も
学
ぶ
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、A
I
と
と
も
に
少
し
で
も
楽
し
く
便

利
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

永永

年年

就就

業業

会会

員員

のの

声声  

 

 
マンション清掃中 

編
　
集
　
後
　
記

永

年

就

業

会

員

の

声

永

年

就

業

会

員

の

声
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